























― 1430 年のフライブルク・ヴァルド派裁判 ―




















































たこともまた確かである。1399 年と 1430 年の裁判は、時間的隔たりと判決結
果に大きな相違があるものの、両方の裁判に連座した人々がいたという継続性
や審問条項の類似性から、二つの裁判を完全に切り離すことはできず、この二




























フライブルクにおける 1399 年のヴァルド派裁判はベルンから 2種類のリス
ト、①ベルンのヴァルド派によって密告されたフライブルク市民 54 人の容疑
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ある。それらの史料によると、裁判の経過は以下の通りである。























問官は、12 月 5 日ベルンの市長と議会にベルンの裁判記録あるいは認証され
た写しを要求したが、12 月 7 日に書簡でこの要求は拒否された。その結果、
彼らにとって、欠席者を除いたすべての容疑者に無実の宣誓を許すことと、
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を高めていった。1430 年の裁判においては、1399 年と 1430 年の両裁判に連座























1430年の裁判記録は豊富に伝承されており、 その中には1429年 8月 10日の
証言記録も含まれている。裁判は、1430 年 3 月 23 日から 6月 30 日まで行な
われたが、この間審理は継続的に行われたのではなく、三段階（3月 23 日～
4月 5日、4月 23 日～ 5月 9日、6月 20 日～ 6月 30 日）に分けられた。この
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裁判には 69 人 （男性 41 人、 女性 28 人） が連座し、 12 人 （男性 5人、女性 7



























1429 年の魔女に対する裁判と 1430 年のヴァルド派裁判には、ローザンヌの



























































ングイラ・ブレヒラーも異端放棄の宣誓を許された。彼女は、1429 年 8 月 10
日、 ディッケ・ズレーラ 20 によってヴァルド派集会への参加を密告されてい
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た。アングイラ・ブレヒラーに関する裁判記録には、審問がフライブルクの市
参事会の法廷の暖房のきいた部屋 stupha domus iusticie Friburgiで行われたと記
録されている 21。1430 年の裁判に関して、審問はたいていの場合この場所で行
なわれたようだ。3月 23 日の審問において、アングイラは 1424 年ごろにメル
メット・フゴーの家で、また 1425 年ごろにエルザ・トローガーの家でヴァル






























Ⅱ－ 3．第二段階（1430 年 4月 23 日～ 5月 9日）















クトをやめようとしなかったからだ。｣ 27 と 1430 年の裁判で証言した。また、
ヴィルヘルムとネーザの娘アグネスも、マルガレータが ｢人々が言うほど、
ヴァルド派は悪い人々ではない。｣ 28 と述べたことを証言した。さらに、1430



























1430 年 3 月 27 日、アングイラは、死者の魂のためのミサを否定したのでは
なく、高利からの施しが何も役に立たないという説教を聞いただけだと反論し


























ベルトラントは、1430 年 5 月 2 日その年のすべての金曜日に断食と喜捨をす
ることならびに三大行列に無帽、裸足で参加するという判決を受け、病気で
あった彼の妻は異端信仰放棄の宣誓を許された。ヨハネス・ベルトラントは同
じく 5月に塩マイスターの職を罷免された。また、彼が 1433 年までに数回に






よって、彼は異端の再犯者として 5月 4日、ついに死刑判決を受けた 33。
裁判の第 2段階の最後、1430 年 5 月 9 日に、ペリソナ・ビンドは異端の十
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字を身につけること、 聖霊降臨祭行列に参加すること、洗礼者ヨハネの祝日




ペリソナ・ビンドは 1430 年 3 月 30 日、彼女の隣人カタリーナ・ヨタによっ
て密告された。カタリーナは 1429 年夏のある日曜の晩にペリソナと交わした
会話について証言し、彼女が煉獄の存在を否定していると告発した。カタリー
ナの密告に加えて 5月 5日にはさらに 4人の女性がペリソナを密告した。密告
者らは、ペリソナが煉獄を信じていないこと、また、祝日に労働していると





て夫ゲオルグは一度も審問されなかったが、1430 年 5 月 9 日判決宣告に直接
召喚され、その召喚に簡単な自白が挿入されている 34。
この段階では、1430 年の裁判で脱獄し逃亡したリヒャルド・フォン・マッ



































































裁判の最終日、1430 年 6 月 30 日にヨハノット・パヴィリアルドが自分の妻



























































































1430 年 3 月 23 日のアングイラ・ブレヒラーに対する審問から作成された。は
じめそれは、告訴条項と審問条項として区別できる 6つの基礎的な条項と 15
の具体的な条項からなり、次に審問条項は 21 に増やされ、最終的に 22 条項に
なった。この 22 条項は内容から部分的に告訴条項も含んでいる。




























な問題となっていた（条項 6 - 8）。免罪や巡礼、聖人崇拝、とりわけマリア崇
拝、聖水と聖別された土地の否定（条項 1 - 5，9，11）も、贖罪の補助手段の



















（15） 彼らは彼らのセクトの一員であるものだけが神に ｢知られて好まれて｣ お










二つの裁判の審問条項を比較すると、1430 年の最初の 4つと最後の 3つの
条項は、1399 年の最初の 6つの告訴条項と類似した機能を持っていたようだ。
それらを除くと、1430 年では煉獄の否定が信仰内容に関する条項の最も初め
に来ている。それは 1399 年の裁判の 6番目の審問条項に相当する。両裁判の




策」の否定 （条項 11）、聖職者の富の否定（条項 12）と聖職者への支援の否







説教者に対して要求されており、1399 年の条項 14 とは違ってヴァルド派司祭
とは記されていない。また、聖餐の否定は 1399 年の告訴条項にはないが、そ
れは 1430 年においても決して安定しておらず、説明が適切でないこともあっ
1430 年の条項 1399 年の条項
条項 1 ‒ 4，20 ‒ 22  条項Ⅰ ‒Ⅵ
条項 5　煉獄の否定  条項 6
条項 6　マリア崇拝、聖人崇拝否定  条項 3
条項 7　免償とそれを与える聖職者の権能の否定  条項 1
条項 8　使徒 （条項 14）
条項 9　アヴェ・マリアと諸聖人への祈りの否定  条項 3
条項 10　聖餐否定 　
条項 11　死者のためのミサの否定  条項 7
条項 12　「聖職者」の富の否定  条項 8
条項 13　「聖職者」への支援の否定  条項 8
条項 14　結婚否定  条項 12
条項 15　セクトの自己理解 （条項Ⅱ，15）
条項 16　セクトの自己理解 （条項Ⅱ，15）
条項 17　聖水否定  条項 9
条項 18　教皇、枢機卿、高位聖職者否定 （条項 1）




た。セクトの自己理解、つまりヴァルド派の性格は 1430 年の条項 15、16、19
で述べられ、1399 年よりもより多く場所を取った。教皇、枢機卿、その他の






1399 年と 1430 年の審問条項を比較すると、両裁判の審問条項は概ね一致し
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